
山下通りから思川左岸堤防ごしに日光火山群を望む。乙女。2021/08/18 
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　本調査における風土の定義 
 

　風土とは、 

　地域の自然に 

　人間が暮らしと生業を通して 

　働きかけてかたちづくられる、 

　人々が生きる環境のことをいいます。 
出典: 薗田稔編『神道』弘文堂、1988年、総372頁 
　　 アルフレッド・シュッツ、トーマス・ルックマン『生活世界の構造』那須壽監訳、筑摩書房、2015年、総634頁 



　主に2024年5月に 
　現地を歩き、 
　資料を読み、 
　わかったことを 
　地図に表すなど 
　作業を行いました。 
 
 　05日(日)  中部 間々田のジャガマイタ　  
 　15日(水)  東部 
     16日(木)  南部・西部 
     21日(火)  中部 
     22日(水)  北部 
 

　　出典: 国土地理院｜地理院地図 
　　　　  http://maps.gsi.go.jp/ (廣瀬改変 2024)  
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　間々田地区は、小山市南部に位置し、 

    地域の自然について 

合併以前の旧町村の区分に基づく小山市内の11地区を示す｜出典: 国土地理院｜地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ (廣瀬改変 2024)  
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　ほぼ宝木台地上に、 
　西部の一部が思川低地上に立地します。 

出典: 国土地理院｜地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ (廣瀬改変 2023)  

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、10頁 
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　間々田地区は、 
　「明治22年 (1889) に 
　間々田宿・千駄塚・ 
　粟宮・西黒田・ 
　東黒田・南飯田・ 
　平和・乙女の 
　一宿七村をもって 
　成立した 
　間々田村」を 
　もととします。 
 

　　出典: 小山市教育委員会編「間々田の 
　　　　 ジャガマイタ調査報告書」2017年、6頁 
　　　　 国土地理院｜地理院地図 
　　　　  http://maps.gsi.go.jp/ (廣瀬改変 2024)  
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　現代の地図に明治期の低湿地の分布を重ね、 
　起伏に陰影をつけた地図を、立体的に見ます。 
　薄黄色は水田で、概ね今日に引き継がれています。 

出典: 国土地理院｜地理院地図｜標準地図+陰影起伏図+明治期の低湿地 3D http://maps.gsi.go.jp/ (廣瀬改変 2024)  

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、10頁 
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　近世の西部は日光街道の宿場と思川舟運の河岸を 
　擁し、以降市街化するも台地斜面林や社寺林が残り、 

　東部の平地林や田畑と共に生物の生息・生育地に。 

出典: 国土地理院｜地理院地図｜空中写真+陰影起伏図 3D http://maps.gsi.go.jp/ (廣瀬改変 2024)  

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、10頁 
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　乙女から間々田にかけての台地斜面の下には、 
　遊歩道「山下通り」が整備されます。 

宝木台地斜面林と斜面下の山下通り。乙女−間々田。2024/05/21 

山下通り。泉龍寺下。乙女　　　　　　　 同。北浦公園につながる区間。乙女　　　　 山下通り北から野球場へ至る道。間々田　　　　  



　山下通り北から北に伸びる遊歩道沿いの水路で 
　見られた、湧水と生物の一部です。 

台地斜面から湧出する水。2024/06/08　　  トウキョウダルマガエル。同左　　　　　　 ギンブナまたはキンブナ。2024/05/21 

ヌカエビ。2024/05/21　　　　　　　　　　サワガニ (遺骸) 。同左　　　　　　　　　   カワニナ。間々田。同左 



「粟宮にある安房神社は千余年の歴史をもつ 
　延喜式内神社である。社の裏にモミの大木を 
　中心とするほぼ自然の状態の森がある」。 

安房神社のモミ群落。粟宮。2024/05/22 

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、72頁。延喜式は格式の一つ。巻9、10の神明帳に当時朝廷が重く見た神社が掲載される 



　地区西部では、大きくは台地斜面林と低地の水田、 
　細かくは浅間神社のように独立した社寺林と台地の 
　上の谷の水田などにより、樹林と水辺が接します。 

安房神社社叢林西部を抜ける中世の鎌倉道。粟宮。2024/05/22　  同神社社寺林西縁 (写真左手) に接する侵食谷と台地斜面林。同左 

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、72頁 



「棚田で両生類が多様に生息するのは、水田と樹林が 
　連接する空間の密度が高い (中略) 多くの平地農業 
　地域では既に失われ」。ある程度までは、東部にも。 

ケヤキの木立と水田、畑地が直接つながる箇所もある侵食谷。写真左は北から南、同右は南から北を見る。東黒田。2023/06/19 

出典: 大澤啓志「農村ランドスケープにおける両生類の特徴と農村計画」『農村計画学会誌』35 (4) 、農村計画学会、2017年、473-476頁 
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    地域の自然への人の働きかけについて 

 

「市域の先土器時代遺跡は、(中略)  

　北から一里山・本郷北浦・本郷前・鷹ノ巣前 

　(本郷前)・西ノ台・八幡根東・宮内・乙女北浦・ 

　前畑遺跡などがあげられるが、 

　これらの多くは台地縁辺の小開析谷の 

　谷頭近くに立地しているのである」。 
 

　　 出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、155頁  



出典: 国土地理院｜地理院地図｜明治期の低湿地 http://maps.gsi.go.jp/ (廣瀬改変 2024) 、「小山市内の遺跡分布」寺野東遺跡資料館展示パネル 
　　  小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、155頁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
　小山市内の地形と 
　遺跡分布を見ます。 
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| 

宝木台地西側縁辺に 
各時代の遺跡が集中 



A-A’ 切断位置 (日光街道) 図 

参照: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、10頁 

 
「台地面は南にゆるく傾斜し」全域的に日照に恵まれます。 

宝木台地・間々田地区周辺の南北断面図。延長約7.75km。出典: 国土地理院｜地理院地図 https://maps.gsi.go.jp (廣瀬改変 2024) 

A-A’ 断面図 (縦横比 20:1) 

A 

A’ 

100 

 

 

50 

 

20 

0             750         1500        2250       3000       3750       4500        5250        6000       6750        7500        8250        9000 

(m) 

(m) 

A (北側) 
| A’ (南側) 

| 

間々田 
大谷南部 

生井 

穂積 

寒川 

中 
小山 

大谷北部・ 
中部 



    地域の自然への人の働きかけについて 

 

「低地帯を流れる巴波川流域には、(中略)  

　後期から晩期にかけての遺跡が一か所 (中略) 

　これに対して思川水系は各期を通じて 

　遺跡数が多く、長期にわたって連続的に 

　営まれた遺跡も目につく。 

　縄文人にとって、最も住みよい条件が 

　あったのだろう」。 
 

　　 出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、189-190頁 



「北浦の台地に半定着的なムラを築いた (中略) 彼らは、 
　台地の北西平坦面から斜面にかけて、集落の地を 
　定め (中略) 北西斜面に思川に降りるみちを設けた。 

台地上から山下通りへ下ろされた階段を本文の参考に示す。乙女−間々田。2024/05/21 

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、206頁 



乙女不動原地形測量図 (小山市教育委員会 1996、廣瀬改変 2024)　 左図に現在の土地利用状況を重ねる。出典: 国土地理院｜地理院地図 

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、206頁。左図出典: 栃木県小山市教育委員会「乙女不動原北浦遺跡発掘調査報告書」1979年、12頁 

「また、北東斜面近くにも、彼らが使用した土器の 
　破片が散布していた。この土器散布地近くに湧水が 
　ある。彼らの飲水だったのであろう」。 
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    地域の自然への人の働きかけについて 

 

「彼らが住みついた場所は、 

　周囲に多種多様な食用動植物が 

　存在するところだった。 

　これらの食糧を獲得するために 

　人びとは四季をたくみにとらえていたと 

　思われる。(後略) 」 
 

　　 出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、210頁 



    地域の自然への人の働きかけについて 

 

「春には、ゼンマイ・ワラビなどの若草・ 

　木の芽つみなど、 

　夏になると川を遡るマスや川魚をつかまえる 

　漁撈を、 

　そして秋は収穫が一番多い季節だった」。 
 

　　 出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、210頁 



    地域の自然への人の働きかけについて 

 

「彼らは積極的に 

　ドングリ・クリ・クルミなどの木の実や 

　ヤマノイモ・クズ・ユリなどの根菜類の採集や、 

　川を遡ってくるサケを、捕獲したことであろう。 

　これら秋に取った木の実は、冬期に備え、 

　土中に掘り込んだ穴に貯蔵した」。 
 

　　 出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、210頁 



    地域の自然への人の働きかけについて 

 

「シイの実はそのままで食用になるが、 

　クヌギ・トチなどはアク抜きした後に、 

　パンまたはクッキー状にして 

　食前に供するのである」。 
 

　　 出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、210頁 



    地域の自然への人の働きかけについて 

 

「また、サケなどは、干したり、 

　燻製にして保存したことが想像される。 

　晩秋から春にかけては、 

　シカ・イノシシなどの動物や 

　ガン・カモなどの渡り鳥の狩猟が 

　行われていたことであろう (後略) 」。 
 

　　 出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、210頁 



「『思川』東岸は、市内では最も遺跡が密集する (中略) 

　市域のおよそ半数の古墳はこの地域に集中して 
　分布する」。 

千駄塚古墳。千駄塚。2024/05/15 

出典: 栃木県小山市教育委員会「千駄塚浅間遺跡発掘調査報告書」1996年、7頁 



「思川を遡れば、東岸の国分寺町には下野国分寺・ 
　国分尼寺が (中略) 西岸の栃木市には下野国府が造営」 
　乙女不動原瓦窯で製造した瓦は、下野薬師寺に。 

乙女不動原瓦窯跡。乙女。2024/05/22 

出典: 栃木県小山市教育委員会「千駄塚浅間遺跡発掘調査報告書」1996年、7頁 



「本地域が下野国の古墳時代から古代にかけて 
　中心的な存在であったことは容易に想定できる」。 
　間々田八幡宮は「天平年中 (729~749) に勧請」と… 

間々田八幡宮。間々田。2021/10/19 

出典: 栃木県小山市教育委員会「千駄塚浅間遺跡発掘調査報告書」1996年、7頁。住みよい間々田推進協議会編・発行「ままだふるさとマップ」2013年 



「粟宮には、地名の起源と目される安房神社が鎮守 
　(中略) 安房神社は延長5年 (927) の延喜式に、寒川郡 
　二座として」胸形神社と共に記載があります。 

安房神社参道 (写真左) と同神社拝殿 (同右)。粟宮。2024/05/22 

出典: 菅間久男『小山市の地名由来と歴史』随想舎、2006年 



「 (前略) 小山市立博物館の北側の思川東岸の 
　段丘上の西よりの部分 (中略) 地元の人はこの道を 
　鎌倉道と呼んでいる」「奥大道は、文治5年 (1189) の 
　奥州征討の折に、奥大道を進撃した源頼朝が 
　戦勝祈願した間々田八幡宮の東側の道に出る」。 

北浦公園。乙女。2024/05/21　　　　　　　　　　　　　　　　　間々田八幡公園東側の道路。間々田。2021/10/20 

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、509-510頁 

おくのだいどう 



「以後は、北進して (中略) 浅間神社のある千駄塚の 
　東側に出、(中略) 安房神社の西」へ。 
「元和3年 (1617)  3月、徳川家康の死去にともない 

出典: 「日光道中絵図巻5 野木宿より小金井宿まで」国立公文書館デジタルアーカイブ https://www.digital.archives.go.jp/img.L/1603304 CC0 

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、509-510頁。小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 II  近世』小山市、1976年、256-257頁 

| 
「浅間社 (浅間神社・千駄塚古墳) 」 

粟宮村 
 | 
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 | 
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「日光に東照宮が建立されると、奥州街道は、 
　その参詣道として新たな性格を獲得することに」 
「千住−宇都宮−今市間の20宿を日光街道 (道中) 、 
　白沢−白河間の10宿を奥州街道 (道中) と 
　称するようになった」。 

出典: 「日光道中絵図巻5 野木宿より小金井宿まで」　　　　　　 龍昌寺。間々田。2024/05/22 

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、509-510頁 
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「乙女河岸は思川の下流に位置しており、 
　文化8年 (1811) の記録によると (中略) 関ヶ原の役の 
　前史にあたる慶長5年 (1600) には、上杉景勝の 
　会津挙兵にさいして (中略) 徳川家康・秀忠が、 
　軍勢のほかを (中略) 陸揚げした河岸として (後略) 」 

思川河岸跡を望む。乙女。2021/05/16    　   思川の旧河道と乙女河岸の位置を確認する。出典: 国土地理院｜地理院地図　 

乙女河岸跡 
| 

乙女河岸跡 
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思川旧河道 
| 

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 II  近世』小山市、1976年、311頁 



　思川は「流域の半分が山地で、山地から急に 
　平地に移」り、乙女大橋から河底は緩やかに。 

思川・巴波川流域と地形、小山市および豊田地区の位置の関係 

出典: 小山市史編さん専門委員会編『小山市史 通史編 I 自然 原始・古代 中世』小山市、1984年、14-19頁。国土地理院｜地理院地図 https://maps.gsi.go.jp (廣瀬改変 2022) 
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出典: 国土地理院｜地理院地図 http://maps.gsi.go.jp/ (廣瀬改変 2022)  
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思川流域 

豊田地区 ＿ 

| 
小山市 思川の河床の傾き 

出典: 小山市史編さん専門委員会編『小山市史研究』6、小山市教育委員会市史編さん室、 
　　 1984年、28頁 (廣瀬改変 2022) 

部賀舟 房丁高瀬船 

乙女河岸の上流と下流で水運の船も使い分けられました 



「元和2年 (1616) から翌3年にかけて、日光に東照社 
　(正保2年以降は東照宮) の造営が行われると、乙女河岸は 
　(中略) 普請材木を陸揚げする河岸として使用され」 
「材木は (中略) 小山から壬生通りを経由して日光へ」 

日光街道 (国道4号) と小山市立車屋美術館 (乙女河岸で肥料問屋を営み、当地に移転した小川家の建物を利用) 。乙女。2024/05/21 

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 II  近世』小山市、1976年、311頁 



　主屋等5棟が国の登録有形文化財である小川家住宅。 
小川家住宅。小山市立車屋美術館。毛利秀之撮影 (同美術館発行の写真絵葉書より転載) 



「小薬の柏瀬善三郎は (中略) 真岡の辻善兵衛家 (堺家) に 
　つとめていたが、万延元年 (1860) 3月に小薬で酒造を 
　(中略) 小山市域における本格的な酒造のはじめと」 
「明治5年 (1872) 9月、この柏瀬家から滋賀県蒲生郡 
　朝日野村出身の西堀三左衛門が粟宮に出店した」。 

西堀酒造。粟宮。2024/05/22。「渡良瀬水系 (中略) に則した酒造りを行ってまいりました」とウェブサイトに記載。参照: 栃木県の河川流域圏 

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 III  近現代』小山市、1987年、622頁。国土地理院｜地理院地図 https://maps.gsi.go.jp 、川だけ地形地図 https://www.gridscapes.net (廣瀬改変 2020) 

渡良瀬川・思川流域: 
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鬼怒川・小貝川流域 
| 

那珂川・久慈川流域 
| 

＿ 小山市 

「このように小山市域に酒造家が多くみられるのは、 
　地元の水質が酒造に適しているうえ、稲作地帯で 
　原料米が入手しやすい点などがある」。 
　『小山市史 通史編 III 近現代』625頁 



「山居倉庫は山形県酒田市山居町に所在し、(中略) 

　倉庫の西側 (中略) に、季節風や日除けのためとして 
　明治時代に植樹されたケヤキが繁る」。 
　西堀酒造西側には、シラカシが植えられます。 

西堀酒造西側のシラカシの木立。粟宮。2024/05/22　　　　　　　ケヤキを庇陰樹に用いた山居倉庫。山形県酒田市。2007/10/24 

出典: 平山育男「山居倉庫 倉庫の明治時代における沿革と使用される釘について」『日本建築学会計画系論文集』86(779) 、2021年、269-275頁 



　享保改革での奨励により市内で開発された新田に 
　東・西黒田新田があります。中世に士豪黒田氏が 
　館を構え、小山氏の没落後荒廃して黒田林と称し、 
　元禄4年 (1691) 頃、18名が林番として入植したと… 。 

出典: 小山市史編さん委員会編『小山市史 通史編 II  近世』小山市、1976年、335頁。享保改革は、享保元年 (1716) に始まり、少なくとも同21年 (1736) までは続けられたと考えられる 

集落東側から西方向、正八幡宮や西黒田集落センターとさらに西側の南北に連続する平地林を望む。西黒田。2024/05/15 


